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令
和
三
年 

年
回
忌
表 

[

回
忌] 

 
 
[

没
年] 

一
周
忌     

令
和
二
年 

三
回
忌     

平
成
三
十
一
年
令
和
元
年 

七
回
忌     

平
成
二
十
七
年 

十
三
回
忌   

平
成
二
十
一
年 

十
七
回
忌   

平
成
十
七
年 

二
十
三
回
忌 

平
成
十
一
年 

二
十
七
回
忌 

平
成
七
年 

三
十
三
回
忌 

昭
和
六
十
四
年
平
成
元
年 

五
十
回
忌   

昭
和
四
十
七
年 

百
回
忌     

大
正
十
一
年 

 

▼
令
和
三
年(2

0
2
1

)

度
の
年
回
忌
表
で

す
。
当
寺
で
は
個
人
情
報
保
護
の
観
点

か
ら
本
堂
に
は
張
り
出
し
し
て
い
ま
せ

ん
。
正
当
各
家
に
は
昨
年
十
一
月
中
旬

に
通
知
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
▼
日
曜
・
祝
日
の
ご
法
事
の
申

し
込
み
は
お
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
▼
「
周
」
は
「
め
ぐ
る
」
こ
と
を

意
味
す
る
言
葉
で
、
亡
く
な
っ
て
か
ら

ち
ょ
う
ど
一
め
ぐ
り
し
た
翌
年
の
そ
の

日
を
一
周
忌
と
呼
ぶ
。
回
忌
と
は
亡
く

な
ら
れ
た
日
を
最
初
の
忌
日
と
考
え

て
、
三
回
目
の
忌
日
が
「
三
回
忌
」
と

な
る
。
以
降
は
丸
六
年
目
が
七
回
忌
、

丸
十
二
年
目
が
十
三
回
忌
と
な
る
。 

  

 

お
釈
迦
様
の
説
法
に
、
「
四
馬
の
譬

え
」
が
あ
り
ま
す
。
一
番
目
の
馬…

騎

手
が
鞭
を
振
り
か
ざ
す
そ
の
影
を
見

て
走
り
出
す
ほ
ど
の
優
秀
な
馬
、
二
番

目…

鞭
が
毛
の
先
に
触
れ
て
走
り
出

す
。
三
番
目…

鞭
が
肉
に
触
れ
て
よ
う

や
く
走
り
出
す
。
四
番
目
の
馬…

鞭
を

幾
度
も
打
っ
て
も
気
が
つ
か
な
い
で

肉
が
裂
け
骨
ま
で
達
し
て
か
ら
走
り

出
す
。
こ
の
譬
え
は
人
々
の
無
常
の
感

じ
方
を
四
通
り
で
表
現
し
て
い
る
も

の
で
す
。
一
馬…

他
の
町
や
村
で
見
知

ら
ぬ
人
の
死
を
知
り
無
常
を
悟
る
。
二

馬…

自
分
の
町
や
村
で
不
幸
に
出
会

っ
た
時
、
我
が
身
の
死
を
意
識
し
自
分

の
生
き
方
を
考
え
る
。
三
馬…

自
分
の

身
近
な
人
、
大
切
な
人
を
亡
く
し
て
初

め
て
自
分
の
死
を
感
じ
る
。
四
馬…

自

分
自
身
の
お
迎
え
の
時
気
づ
い
て
も

手
遅
れ
で
あ
る
。 

こ
の
「
四
馬
の
譬
え
」
は
、
早
く
無

常
を
観
じ
て
、
真
実
の
教
え
に
従
い
、

日
々
を
大
切
に
生
き
よ
と
教
え
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
命
の
儚
さ
は
十
分
知

っ 

っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
何
処
か
遠

い
と
こ
ろ
の
話
、
自
分
と
は
関
係
の

な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
無
関
心
で

暮
ら
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
で

す
。 

 

道
元
禅
師
は
、「
光
陰
は
矢
よ
り
も

迅
か
な
り
、
身
命
は
露
よ
り
も
脆
し
」

と
お
説
き
に
な
ら
れ
ま
し
た
。「
時
間

の
過
ぎ
去
る
こ
と
は
放
た
れ
た
矢
よ

り
も
早
い
も
の
、
自
分
の
命
は
草
葉

に
宿
る
露
よ
り
も
儚
い
も
の
で
あ

る
、
人
生
を
無
駄
に
過
ご
さ
ず
、
一

日
一
日
を
尊
い
一
日
と
思
っ
て
精
進

せ
よ
」
と
教
え
て
い
ま
す
。 

 

一
期
一
会
の
人
の
世
は 

 
 

 

尊
き
も
の
と
知
る
も
の
を 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
り
私
た
ち
の
日
常
生
活
、
当

た
り
前
に
過
ご
し
て
い
た
こ
と
が
当

た
り
前
で
な
く
な
り
、
新
し
い
生
活

様
式
へ
と
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
人

と
人
と
の
関
わ
り
方
交
わ
り
方
も
変

化
し
て
い
ま
す
。
未
だ
自
粛
に
よ
り

人
と
会
う
機
会
は
減
っ
て
い
ま
す

が
、
み
な
一
期
一
会
の
出
会
い
で
あ

り
、
生
涯
に
一
度
限
り
と
い
う
こ
と

を
肝
に
銘
じ
、
無
常
の
世
、
こ
の
先

何
が
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

今
の
出
会
い
、
今
日
の
出
会
い
を
大

切
に
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

一
期
一
会
の
人
の
世
は 

 
 

尊
き
も
の
と
知
る
も
の
を 

み
篤
き
今
日
の
お
も
て
な
し 

 
 

い
か
で
忘
れ
ん
諸
共
に 

（
報
謝
御
和
讃
） 

梅
花
流
詠
讃
歌
の
「
報
謝
御
和
讃
」

の
歌
詞
で
す
。
一
期
は
こ
の
世
に
生
を

受
け
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
期
間
を
言

い
、
一
期
一
会
と
は
「
生
涯
に
一
度
き

り
」
「
今
の
出
会
い
は
一
生
に
一
度
限

り
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。 

        ＊
色
紙
は
臨
済
宗
の
松
原
泰
道
師
（
平
成
二
一

年
寂
・
百
一
歳
）
が
平
成
十
年
仏
教
講
演
会
の

講
師
で
来
ら
れ
た
と
き
の
も
の
。 

 


